
第 2 章 CS 立体図の特徴 
 

 長野県型立体地形図（CS 立体図）を用いた林内路網の路網配置検討手順-15- 

図 2-10 は縮尺を大きくした CS 立体図で、この図面からは尾根（凸）や沢（凹）、崩壊源頭部（し

ばしば湧水を伴う）、谷頭部等が判読できます。    
 

 
図 2-10 CS 立体図の判読例（地形の起伏と窪地等） 

 
 

図 2-11 は渓流沿いに発達した侵食地形を森林基本図と比較したものです。森林基本図では谷の発

達形態を十分に察知することは困難ですが、CS 立体図からは侵食の状況が判読でき、谷の発達の現

状を把握することができます。さらに、谷の最上部に位置する 0 次谷（明瞭な流路を持たない谷頭の

集水地形）の位置を把握することができるとともに、0 次谷と 1 次谷との境界を確認することができ

ます。 

  
        森林基本図（基図縮尺 1/5000）          CS 立体図（辰野町川底地区） 

図 2-11 谷の達発状況の判読事例（長野県林業総合センターを基に作成） 
  CS 立体図中の○の位置が 0 次谷と 1 次谷との境界。左の地形図ではその位置を特定することはできない。 
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第 2 章 CS 立体図の特徴 
 

-16- 長野県型立体地形図（CS 立体図）を用いた林内路網の路網配置検討手順 

図 2-12 は、森林基本図と比較したものです。CS 立体図では湧水に起因すると思われる窪地（凹）

が表現されますが、左の地形図ではその位置を特定することはできません。 

  
        森林基本図（基図縮尺 1/5000）          CS 立体図（岡谷市横川山） 

  
図 2-12 判読によって湧水・窪地を確認した事例（長野県林業総合センター） 
 CS 立体図中の○の位置が湧水に起因する窪地。左の地形図○ではその位置を特定することはできない。下の

写真は CS 立体図を持参して現地確認を行ったもので、現地で湧水が確認された。 
  

図2-13はCS立体図に表現された湧水地点を確認した事例です。CS立体図の緩やかな凹地形の上部

斜面に濃い青色のポイントが表現されています。その位置はハンディーGPSを用いて確認したもので

す（図2-13右写真）。CS立体図に表現されるこのような濃い青色のポイントは、湧水箇所です。広大

な森林から現地踏査により湧水箇所を発見するのは困難な作業ですが、踏査前にCS立体図により地形

判読することで、ピンポイントで湧水を発見できます。 

  
図 2-13 CS 立体図で湧水地として表現された箇所の確認事例（戸田 2012 を基に作成） 
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第 2 章 CS 立体図の特徴 
 

 長野県型立体地形図（CS 立体図）を用いた林内路網の路網配置検討手順-19- 

図 2-16 は市街地を通過する高速道路と国道が

確認できる CS 立体図の例です。図 2-17 は森林帯

を通過する国道と県道と林道が確認できる CS 立

体図の例です。これらの地形図からは、河川情報

も確認できます。 
図2-18は森林帯を通過する幅員5.0mの広域基

幹林道（1 級林道）が確認できる CS 立体図です。

図 2-19 は林道と林道から分岐する森林作業道が

確認できる CS 立体図で、林道の幅員は 4m に対

し、幅員 2.5m～3m の森林作業道が高密度に配置

された状況が分かります。幅員 2.5～5m の林道や

森林作業道は明瞭に表現されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
          図 2-19 CS 立体図で表現される森林作業道 

CS 立体図では既設の幅員 2.5～5m の林道、森林作業道を

確認することが可能である。 

 
図 2-18 CS 立体図で表現される林道 
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